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１.	
 はじめに	
 

	
 人の暮らしの質は, 生活する空間の質と深い関係に
ある. 人々の生活に近い視点で建築を考えることは, 
より良い建築空間を生むことにつながると考える.  
	
 「境界」は我々が生活する日常の中の至る所に介在し, 
空間を形づくっている. それは必ずしも物理的なもの
とは限らず, 様々な要素によって生み出され, 我々の
生活する空間を構成している. 境界についての理解を
明らかにすることは, 人の暮らしに近い部分から空間
を考えることにつながるのではないか. 本研究は, 境
界がつくり出す領域や空間, または境界そのものに意
識を向けて, 魅力的な空間創造の一助となるような空
間の要素を見出すことを目的とする.  
２.	
 対象および分析方法	
 

2.1.写真日記の作成	
 

 普段の生活の中で, 境界またはそれに伴う領域や空間
に関する経験を写真に収め, 「写真日記」として収集す
る.  
写真日記とは, 絵日記が日々の出来事や経験を作成

者の視点から絵と文章によって記録するように, フィ
ールドで目の当たりにした出来事や経験したものごと

などを写真と文章によって記録するものである. 1)	
 自

分の体験した空間を撮影した写真と, 写真から誰もが
同様に確認できることを記す事実記述,	
 写真から読み

取れることや想像できることを記す現象記述, 自分が

体験したことや撮影した意図を記す経験記述の３つの

文章で１枚の写真日記とする.  
日時場所を限定せずに普段の生活の中で収集した写

真日記は生活の体験の記録であり, 記録者の暮らしそ
のものに基づいている. これにより, 人の生活に近い
目線から境界についての考察を行うことができると考

えている. Fig.1に写真日記の例を記す.  
2.2.情報の構造化	
 

	
 写真日記を基礎資料として, 写真KJ法1)	
 によって

情報の構造化を行う. 写真KJ法は文字情報だけでなく, 
視覚情報に基づいて行うKJ法2)である.  

	
 基礎資料を関連性の 
ある資料ごとにグルー 
プとし, グループ全体 
の情報を表現するよう 
な文をそのグループの 
表札とする. 第一段階 
としてできるグループ 
をAとし, その後同様 
の作業でB, Cとグルー 
ピングを行い, 最終的 
にすべての資料の内容 
を包含する表札をもつ 
グループDを最上位と 
する情報の構造を得る.  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Fig.2	
 基礎資料とグループの包含関係	
 

 

Fig.1	
 写真日記の例	
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ガラスによって曖昧な空間が生まれている

　この場所は美術館で、 仕切りによって順路が作られていたが、 ガラスの仕切りや中庭によって単

調な通路と展示スペースにならずに、 順路がどうなっているのか分からない曖昧な空間が生まれて

いる。

　視線が通っているため、 仕切られていても向こう側にいる人の状況がわかる。 また、 中庭にある

ことによって視線が廊下の方に制限されず視界が広くなると考えられる。

　廊下が仕切りによって区切られている。 仕切りは大きなガラスで出来ており、 遠くまで視線が通

るようになっている。 また、 中庭に面する部分もガラスになっており空が見えている。
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３．分析結果	
 

筆者は, 2015年4月14日から9月8日までの間の生活
の中で合計６０枚の写真日記を作成した. これは, 生
活の中で偶然訪れた場所や気づいた瞬間を記録したも

のであり, 筆者の暮らしに基づいている.  
Fig.2に基礎資料の属するグループの包含関係を図

示し, Fig.3にグループA~グループDの表札とその階
層を示した. 以下, グループA(A01~A32), グループ
B(B01~B14), グループC(C01~C06)を経て, 最終的に
得られた境界がつくる領域や空間のもつ性質(D01~D 
03)を記す.  
 
D01	
 空間の質が変化している場所に境界が生まれ, 
境界の感じ方や役割も周りの空間の質によって変わる. 
物理的に場所を分断するものは, 空間の質を変化させ
る要因の一つでしかなく, 必ずしもそれが境界になる
とは限らない. 境界は固定的なものではなく, 空間の
質によって変化する流動的なものであるといえる.  

D02	
 人の想像の中だけで境界が生まれることがある.	
 

この境界は,	
 受け取り手によって形や明確さが大きく

変化したり,	
 同じ人でもその時の考え方や状況によっ

て感じ方に違いが出る.	
 また,	
 こういった境界は物理

的に区切られたり,	
 空間の質が変化している場所でな

くても生まれる.	
 	
 

D03	
 自然は切れ目のない連続体で,	
 人間のつくる境

界を無秩序に越境するが,	
 人間の生活は秩序によって

構成されており,	
 自分たちで境界を定めて,	
 自然を管

理していく.	
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　A11. 実際に他者から見られていなくても、 見られていると意識している状態としていない状態では、 空間の

　　　　感じ方に違いが出る。

　A12. 店の前が賑わうことで、 前と後ろに表と裏の関係が生まれ、 その間の境界がより明確になっている。

　A14. 机の下や車の下など人や動物は無意識に安全な場所を識別している。

　A15. 連続する柱状の物体はその間を通り抜けることができるが、 列に対し並行方向の動きをする時は壁

         のように見え視界を制限する。

　A16. 完全に隔てられているのではなく部分的に視線が通るとき、 利用する人の意思によって二つの空間が

　　　　繋がったり、 分断されたりする。

　A18. 場所が分断されていても、 その境界が帯のような一つの領域と認識されれば、 全体を通した時に空間

　　　　が連続しているように感じる。

　 B10. 通路上で車や人の流れから外れた場所は、 通路の機能を失った場所であり、 私的な空間として使われたり、 通

　　　　路以外の目的で使用され、 ひとつの空間として認識される。

　A01. 廊下や道路で行き止まりとなる場所は公共の場だが、 限られた利用者のための私的な空間として機能する。

　A02. 通路にその周辺の住人の生活が溢れ出している時、 その場所は通路では無く一つの生活空間として認識

　　　　される。

　B01. 通路の利用者が限定されたり、 周辺の住人の生活の場となったりして、 私的な目的に利用されている時、 我々

　　　　はその生活を想像し、 その場所を通路ではなく一つの空間として認識し、 立ち入りづらいと感じる。

　A04. 廊下の一部が切り取られトイレの利用者のための場所となることで、 そこはトイレの一部と認識される。

　A06. 家と道路の間の一段は、 家と道路どちらの延長空間であるともいえる。

　A17. 敷地の中の一部が公共の場所のように使われることで、 道路と敷地との境界が曖昧になり関係が程

　　　　よく保たれる。

　B02. 空間が外側へと延長されたり内側へと入り込むことによって、 境界は不明確になり二つの空間の関係を程よく

　　　　保つ役割をする。

　A03. 道路という公共の場にそこに接する住人の生活が侵食することで、 空間の境界は物理的な境界と一致

　　　　しなくなる。

　A05. たとえ建物の外であっても、 そこに店と同じ状況が作り出されれば、 その場所は店内のように感じられる。

　A07. 地面の高さが変化する坂や階段において、 高さが揃っている場所同士には密接な関係が生まれる。

　C02. 地形や光、 周辺の環境によって空間の質が変化する時に境界が生まれ、 その空間の違いがはっきりするほど境界は

　　　　明確に、 はっきりしないほど境界は曖昧になる。 また、 空間に変化がない場所に物理的な境界がある時、 その境界

　　　　としての認識は薄れていく。

　A09. 農家の人々の生活は、 住む場所と農地が分けられ、 空間に違いが生まれている。

　A10. 自然は常に無定形で、 一つの連続体として存在しているが、 人間の介入したところについては形が

　　　　縁取られ、 異なる空間どうしが接する境界が存在している。

　B05. 人の営みによって、 急な環境の変化と境界が発生している。

　C01. 境界が曖昧な時、 人は必要に応じて分けられた２つの場所を別々の空間と認識したり、 1 つの空間とみなしたり

         することができる。

　A20 小川は物理的に場所を分断するが、 そこを囲んで人が集まるような魅力的な空間になれば、 空間として

　　　　の結びつきはより一層強くなる。

　A21. 柵によって通路の一部が制限された時、 柵の内側だけでなくその前後は、 人が集まったりといった通路以外

　　　　の使われ方をされ、 ひとつの空間として認識される。

　A22. 道路と敷地が直に接するのではなく河川によって分断され橋によって繋がれることで、 橋はプライバシー

　　　　を守りつつ外部との繋がりを円滑にする中間領域の役割を持つようになる。

　A23. 自然光や人工光、 何かを通過した光、 などの違いによって空間が変化する時、 物理的な境界がなくても

　　　　そこに境界を感じる。

　A24. 我々は日向や日陰、 道幅などの場所の性質から、 空間の雰囲気を想像し、 そこに境界を感じている。

　A08. 植物は、 人が定める境界には無頓着で、 人の手で管理されればその境界に収まるものの、 管理され

　　　　なければその境界を侵食する。

　A13 植物は人の境界に収まらないが、 人は境界を浸食した植物によって新たな境界を認識することがある。

　B04. 社会を持たない植物は境界を無秩序に越境し、 社会を持つ人間は自分たちの手で境界を作り出していく。

　A25. ある地点を境に自分の活動が変化するだろうと想像したとき、 まだその場所を通過していなくても人は境

　　　　界を感じる。

　A26. 坂や階段によって高低差がある場所の境界は明確になる。

　B03. 店や家の敷地の外であっても、 内側と同じように利用されている時、 その場所は店や生活の空間の一部のよう

　　　　に感じられ、 内と外の物理的な境界は我々の意識から薄れる。

　B07. 地面の高さが揃っている場所同士には密接な関係が生まれ、 高低差が大きいほどその境界は強くなる。

　A27. 物理的に場所が仕切られていてもガラスによって視線が通るとき、 空間が連続しているように感じる。　A28.２つの場所を区切る低い段はベンチやテーブルの様に使われ、 空間により密接な関係が生まれる。

　A29. 柱は細い壁とみなすこともできるため、 並んだ時に境界を感じることがある。

　 B06. 実際に空間を隔てる境界は柱の連続や樹木など、 途中で途切れていたり連続していなくともその隙間も含

          めて境界として認識することがある。

　A30. 道路の形が特殊で人や車の通らない場所がある時、 その場所は私的な空間として機能する。

　A31. 人の活動した形跡が自然の中に残り、 境界が発生している。

　A32. 人によって整備された場所と、 手の行き届いていない場所の間には境界が発生する。

　A19. 止め石は空間を物理的に分断してはいないが、 何か意味があると考えることによってそこに境界が生

　　　　まれる。

　 B08. 物理的に場所が分断されていても、 その場所が賑わうことによって空間としては連続したものになり、 魅力的な

　　　　空間であればかえってその結びつきは強くなることがある。

　 B09. 境界が線ではなく曖昧な帯の時、 境界は隔たれた二つの空間の衝突を和らげる緩衝領域として機能する。

　 B11. 実際に境界が存在していなくても、 そこにいる人が意識し、 想像することによって境界が生まれる。

　 B13. 光や周辺の環境によって、 空間の一部の印象や性質が変化したとき境界が生まれ、 その違いがはっきりするほど

　　　　境界が明確になる。

　 B12. 人間の動作や空間の性質が実際に変化しているか分からない状況でも、 想像し変化していると考えた時点で

　　　　　そこに境界が生まれる。

　 B14. 物理的な境界が透明であったり、 隙間があったりして視線が通る時、 空間が連続しているように感じること

          がある。

　C03. 自然は切れ目のない連続体で、 人間のつくる境界を無秩序に越境するが、 人間の生活は秩序によって構成されて

　　　　おり、 自分たちで境界を定めて、 自然を管理していく。

　C04. 境界は場所を区切るただの線ではなく、 ２つの場所をつないだり、 ぶつかり合わない様にしたり、 関わり方を多様に

　　　　したりと場所によってその役割が変化する。

　C05. 通路であっても、 利用者が限定されていたり、 通路としての機能を失ったりしている場所は、 無意識の内に周辺の

　　　　人々が通路以外の目的のために利用するようになり、 人によって立ち入りづらかったり、 なんの境界も感じなかったり

　　　　するような空間が生まれる。

　C06. 人間が外界の変化を実際に感じ無くても、 想像の中だけで心理的な境界が生まれる。 これは主観によって生み出

　　　　されるため、 その形は一定ではなく時間や考え方に左右される。

　D01. 空間の質が変化している場所に境界が生まれ、 境界の感じ方や役割も周りの空間の質によって変わる。 物理的に場所を

　　　　分断するものは、 空間の質を変化させる要因の一つでしかなく、 必ずしもそれが境界になるとは限らない。 境界は固定的

　　　　なものではなく、 空間の質によって変化する流動的なものであるといえる。

　D02. 人の想像の中だけで境界が生まれることがある。 この境界は、 受け取り手によって形や明確さが大きく変化したり、

         同じ人でもその時の考え方や状況によって感じ方に違いが出る。 また、 こういった境界は物理的に区切られたり、

         空間の質が変化している場所でなくても生まれる。

　D03

Fig.3	
 A〜Dグループの表札の階層	
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